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今
回
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
石

鎚
山
系
を
活
用
し
た
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
市
で
は
石
鎚
山
系
の
資

源
を
共
有
す
る
久
万
高
原
町
、
高
知

県
い
の
町
と
の
連
携
の
も
と
、「

ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技
力
向
上
」や「
市

民
の
健
康
増
進
、
肥
満
の
改
善
」
に

資
す
る
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

西
条
市
に
と
っ
て
西
日
本
最
高
峰

の
石
鎚
山
（
標
高
１
９
８
２
㍍
）
を

主
峰
と
す
る
石
鎚
山
系
は
、
水
源
の

涵
養
機
能
、
自
然
災
害
の
防
止
機
能
、

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
な

ど
を
持
つ
大
切
な
地
域
資
源
で
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
、
そ

の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
視
点

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

一
方
、
今
年
２
月
に
西
条
市
と
交

流
協
定
を
締
結
し
た
東
海
大
学
の
ス

ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
所
で
は
、
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
同
等
の
効
果
が
期

待
で
き
る
低
圧
室
を
使
用
し
て
、
低

圧
環
境
下
に
お
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
石
鎚
山
系
を
活
用
し
た

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
実
施
が
可
能
だ
と
感
じ

た
。
特
に
、
標
高
１
５
０
０
㍍
付
近

の
瓶
ヶ
森
林
道
は
、
視
察
当
日
、
あ

い
に
く
雨
が
降
っ
て
い
た
が
、
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
写
真
を
見
て
特

徴
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
風
景
を
持
っ

た
地
点
と
し
て
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
エ
リ
ア
と
し
て
の
実
現
可
能
性
が

高
い
と
思
う
」
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　東海大学
　スポーツ医科学研究所

　寺尾   保 所長

▼

▼セミナーの様子

まちづくりセミナー

「高地トレーニングを科学する」
～石鎚山系高地トレーニング構想～

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」
の
可
能

性
を
検
討
す
る
た
め
、
５
月
27
日
㈯

に
同
研
究
所
の
寺
尾
保
所
長
を
招
き
、

ス
ポ
ー
ツ
、
医
学
関
係
者
等
を
対
象

に
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
「
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
科
学
す
る
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
寺
尾
所
長
か
ら
、
標

高
１
０
０
０
㍍
〜
１
５
０
０
㍍
の
準

高
地
や
１
５
０
０
㍍
以
上
の
高
地
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
競
技
力
向
上
」
や
「
市
民
の
健

康
増
進
、
肥
満
の
改
善
」
に
効
果
が

あ
る
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寺
尾
所
長
に
は
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、
瓶
ヶ
森
林
道
（
標
高
１
５
０
０

㍍
前
後
）、
成
就
（
標
高
１
４
０
０
㍍

前
後
）
、
さ
ら

に
は
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
西

条
運
動
公
園
、

東
予
運
動
公
園

な
ど
を
視
察
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

視
察
終
了
後
、

寺
尾
所
長
か
ら

「
石
鎚
山
系
を

視
察
し
て
、
高

地
・
準
高
地
な

ど
い
ろ
い
ろ
な

標
高
を
自
由
に

▲【写真左】寒風山隧道の高知側入口、【写真右】総合福祉センターを視察する様子
▼【写真左】東予運動公園、【写真右】成就スキー場を視察する様子


